







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シンポジウム H 第 Iセッション
左より石井、井上、エコ・ブデイハルジョ、松
本、岡本の各氏
人
九
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
E
セ
ッ
シ
ョ
ン
司
A 
Z三Z
U
N
D
I
P
文
学
部
教
授
ア
グ
ス
・
マ
ラ
デ
イ
・
イ
リ
ア
ン
ト
(
ロ
吋
・
〉
ぬ
口
出
富
山
宮
門
口
町
一
ωE0・
富
・
〉
・
)
①
高
尚
な
伝
統
的
ワ
ヤ
ン
か
ら
派
手
で
視
覚
的
な
ワ
ヤ
ン
へ
ー
文
化
変
容
の
中
の
ス
ラ
カ
ル
タ
様
式
影
絵
芝
居
同)由同・
-
H
v
m
w
w
め口門担ロ
〉【回一
-zFロ
m
-
S
司
由
討
の
巴
片
山
口
。EBOCH-'ω
同
)OW仲
間
-
2
F吋目
旬
。
ユ
ロ
ロ
』
己
内
田
口
若
者
gmHハ
戸
庄
司
己
門
司
問
。
省
出
∞
戸
E
W山
片
付
出
【
庄
内
出
回
目
)2zσ
出町田ロ
出口円同町
31h凶
B
U
N
D
I
P
文
学
部
講
師
ダ
ナ
ン
・
ル
ス
パ
テ
ィ
・
プ
グ
l
(円)日戸田口出口
m
M
N
m
w
出})包い肝司口間口
H
H
)
②
ジ
ャ
ワ
伝
統
舞
踊
に
お
け
る
「
グ
ラ
デ
ン
(
稽
古
)
」
訟
の
}
白
色
町
。
ロ
ョ
ロ
色
白
Bωσ
ロ日目
μ
2
E旦
口
町
田
口
寸
国
立
叶
片
山
門
出
色
。
口
同
こ
、
担
当
山
同
ソ
ロ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
芸
術
大
学
教
授
ス
リ
・
ロ
ハ
ナ
・
ウ
ィ
デ
イ
ア
ス
ト
テ
イ
ニ
ン
グ
ル
ム
(pc同・ロ円・
ω巳
問
。
門
町
出
口
担
当
E
3
2
5
w
E
Z
E
B
)
質
疑
応
答
閉
会
挨
拶
研
究
員
嘉
佑
比
九。
シンポジウム E 第Eセッション
左よりアグス・マラデイ・イリアント、ロハナ・ウイデイア
ストテイニングルム、ダナン・ルスパティ・プグーの各氏
ウ
ィ
・
ユ
リ
ア
テ
イ
氏
の
趣
旨
説
明
の
あ
と
、
六
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
前
日
と
同
様
開
会
に
あ
た
り
全
員
で
国
家
斉
唱
、
ア
エ
コ
・
ブ
デ
イ
ハ
ル
ジ
ョ
前
U
N
D
I
P
学
長
の
司
会
で
第
I
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。
第
I
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
東
洋
大
学
典
か
ら
の
三
名
(
松
本
誠
一
、
石
井
隆
憲
、
井
上
星
児
)
が
発
表
し
た
。
発
表
は
三
O
分
の
持
ち
時
間
を
映
像
や
実
演
を
交
え
て
行
わ
れ
た
。
五
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
様
岡
本
幸
江
氏
に
よ
る
同
時
通
訳
付
き
の
日
本
語
に
よ
る
発
表
で
あ
っ
た
が
、
発
表
意
図
は
十
分
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
I
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
昼
食
を
挟
み
第
E
セ
ツ
シ
ヨ
ン
が
行
な
わ
れ
た
が
、
発
表
に
先
立
ち
発
表
者
の
一
人
ソ
ロ
芸
術
大
学
教
授
ロ
ハ
ナ
氏
の
教
え
子
達
に
よ
る
ジ
ャ
ワ
古
典
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
。
第
E
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
U
N
D
I
P
の
ア
グ
ス
・
マ
ラ
デ
ィ
・
イ
リ
ア
ン
ト
氏
の
司
会
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
ご
名
(
ダ
ナ
ン
・
ル
ス
パ
テ
ィ
・
プ
グ
1
、
ロ
ハ
ナ
・
ウ
イ
デ
イ
ア
ス
ト
テ
イ
ニ
ン
グ
ル
ム
)
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
l
マ
と
は
変
り
「
伝
統
的
な
習
俗
・
芸
能
・
ス
ポ
l
ツ
」
を
テ
l
マ
と
し
た
た
め
、
聴
衆
も
質
問
の
傾
向
も
違
う
興
味
深
い
討
論
と
な
っ
た
。
お
よ
そ
一
一
一
O
名
程
度
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
東
洋
大
学
を
代
表
し
て
比
嘉
佑
典
セ
ン
タ
ー
長
が
木
槌
を
打
ち
、
終
了
を
宣
言
し
た
。
発
表
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
報
告
書
二
O
O九
年
度
』
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
の
企
画
に
は
、
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア
国
外
の
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
、
U
N
D
I
P
の
研
究
者
の
ほ
か
中
部
ジ
ャ
ワ
州
内
の
四
大
学
か
ら
の
研
究
者
も
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
の
一
応
の
総
括
と
し
て
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
レ
I
世
界
に
お
け
る
イ
ス
ラ
i
ム
教
育
の
発
展
一的一知ヨ一の
m
a
c
o
a一O
コ
ロ
O
〈
O
一o
u
g
o
Z
E
豆
包
釦
可
三
O
『一
a
日
時
平
成
一
二
年
八
月
六
日
(
木
)
一
七
時
1
一
九
時
A 
A 
場
U
N
D
I
P
プ
レ
プ
ラ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
人
文
学
部
会
議
室
、玉
A
C
R
I
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
催
U
N
D
I
P
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
司
A 
Z三主
U
N
D
I
P
人
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
シ
ン
ギ
・
ト
ゥ
リ
・
ス
リ
ス
テ
イ
ヨ
ノ
(
H
V
H
C同
-
U】1
・ωEmm-F
叶
氏
∞
丘
町
民
吋
O
口
。
)
開
催
趣
旨
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
は
東
南
ア
ジ
ア
島
艇
部
に
あ
っ
て
、
穏
健
な
マ
レ
l
・
イ
ス
ラ
l
ム
の
伝
統
を
共
有
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
植
民
地
支
配
に
と
も
な
っ
て
近
代
学
校
制
度
が
持
ち
込
ま
れ
、
独
立
後
は
国
民
教
育
制
度
の
形
成
・
強
化
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
歴
史
的
過
程
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、
近
代
学
校
制
度
が
伝
統
的
な
学
習
に
取
っ
て
代
わ
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
聞
に
相
補
的
・
協
調
的
な
関
係
が
築
か
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
マ
レ
i
世
界
に
お
い
て
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
の
改
革
と
発
展
に
貢
献
し
た
何
名
か
の
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
思
想
的
背
景
、
教
育
の
制
度
化
へ
の
取
り
組
み
を
個
別
に
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
で
い
か
に
し
て
伝
統
的
な
学
習
を
保
持
し
な
が
ら
、
近
代
的
な
学
校
制
度
の
拡
充
が
は
か
ら
れ
て
き
た
の
か
、
さ
ら
に
今
後
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
話
題
提
供
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
育
改
革
河
内
以
252~Hvmwロ
門
同
区
片
山
口
F
U留
任
宮
門
円
。
ロ
g
u
ジ
ヨ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
立
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
教
育
学
学
部
長
ス
ト
リ
ス
ノ
(匂
H
・0
同
・
巴
立
山
己
同
門
広
口
。
)
九
〈
報
告
〉
平
成
二
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
マ
レ
1
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
の
変
革
ー
シ
ェ
・
シ
ャ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
ハ
デ
イ
(
一
八
六
七
i
一
九
三
四
)
を
通
し
て
|
F
B
σ
己
S
E
E
-
M
O
E
E
w
g
E
R出
色
U
S
F
冨
o-ag一
問
。
z
w
o
F
B
ω
古島
∞
同
同
釦
可
}
同
町
〉
V
B
m
w
内
同
〉
-E出
剛
丈
守
(
同
∞
O日
1EEωhF)
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
1
ム
大
学
教
授
ロ
ス
ナ
ニ
・
ハ
シ
ム
(
司
円
。
同
一
口
円
・
問
。
田
口
mg-
同
国
師
E
B
)
③
女
子
イ
ス
ラ
l
ム
学
校
へ
の
保
健
・
体
育
学
の
導
入
ー
デ
イ
ニ
ア
・
プ
ト
リ
創
設
者
ラ
フ
マ
・
エ
ル
・
ユ
ヌ
シ
ア
I
の
足
跡
か
ら
l
ロ
E
S戸
w
w
gロ
ヨ
冨
ωEHMO互
ω
H
S
F
E
E
-
w
g
』
出
回
目
富
山
岳
ロ
慰
問
。
町
民
自
E
E
F
E
E
ニm-mHH
司
自
片
山
一
∞
q
E
S品
自
在
出
片
岡
v
o
E
E
E巳
司
向
島
H
E丹江
閉山色
H
自
己
H
A
ω
-
吋己ロロ∞円以刊一司出何回
客
員
研
究
員
sIl 
美
奈
(
同
〉
寸
寸
OHNH
冨
宮
邸
)
部
④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
制
度
化
に
対
す
る
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
貢
献
ー
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
こ
人
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
に
焦
点
を
あ
て
て
|
問
。
ロ
丹
江
σロ回一
HMOロ門目。
W}MOEHH片岡・
0
ロ
ー
寸
2
V白色ー回℃
ω
2
5
B
H
M
O口
内
出
島
wmロ
zzs
同ロ件。
5即日
R
u
s
h自
己
σ区
問
委
曲
ロ
冨
ロ
印
ロ
g
a
』
担
当
国
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
客
員
研
究
員
野
節
男
(FOHい
り
円
-
Z出
国
HZOω
旦
印
己
O)
西
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
四
人
の
報
告
者
が
自
由
な
問
題
設
定
を
行
い
、
イ
ス
ラ
l
ム
改
革
の
辿
っ
て
き
た
道
、
ま
た
今
後
の
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
つ
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
討
議
を
も
と
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
の
二
九
二
ロ
ス
ナ
ニ
氏
、
ジ
ヨ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
立
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
の
ス
ト
リ
ス
ノ
氏
と
共
同
で
、
東
南
ア
ジ
ア
・
マ
レ
l
世
界
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
に
関
す
る
一
冊
の
本
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
日
本
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
マ
レ
l
語
の
二
言
語
も
し
く
は
三
言
語
で
の
出
版
を
考
え
、
独
立
国
家
と
し
て
は
別
個
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
育
改
革
に
関
す
る
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
共
通
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
捉
え
る
と
と
も
に
、
両
国
の
研
究
者
の
間
で
イ
ス
ラ
l
ム
教
ワークショップ会場
公
開
講
演
会
の
開
催
タ
ミ
ル
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
カ
l
ス
ト
!
パ
ヴ
ァ
ヌ
I
ル
村
の
事
例
南
山
大
学
人
文
学
部
人
類
文
化
学
科
講
師
ア
ン
ト
ニ
サ
l
ミ
・
サ
ガ
ヤ
ラ
l
ジ
日
時
平
成
一
二
年
一
O
月
一
九
日
ム一品
場
白
山
ス
カ
イ
ホ
1
ル
中
央
キ
リ
ス
ト
教
は
教
義
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
平
等
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
で
は
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
中
に
も
カ
l
ス
ト
制
度
の
問
題
で
差
別
が
存
在
す
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
の
村
に
限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
村
で
も
下
層
カ
l
ス
ト
や
不
可
触
民
は
公
共
の
施
設
か
ら
水
を
汲
む
こ
と
、
村
の
中
心
部
を
通
る
こ
と
な
ど
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
遺
体
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
る
教
会
の
手
押
し
車
や
、
教
会
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
墓
地
の
使
用
も
拒
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
別
は
他
に
も
教
育
や
雇
用
の
面
で
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
別
に
対
す
る
抗
議
行
動
は
イ
ン
ド
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。
タ
ミ
ル
ナ
l
ド
ゥ
州
に
も
こ
の
よ
う
な
運
動
が
頻
発
し
、
そ
の
影
響
に
よ
り
上
記
で
挙
げ
た
差
別
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
本
発
表
で
取
り
上
げ
る
パ
ヴ
ァ
ヌ
I
ル
村
は
例
外
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
パ
ヴ
ァ
ヌ
l
ル
村
は
抗
議
行
動
が
原
因
で
は
な
く
、
八
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
下
層
カ
l
ス
ト
の
生
活
に
以
下
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
パ
ヴ
ア
ヌ
l
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
の
村
で
あ
り
、
サ
ル
ジ
オ
会
に
よ
っ
て
教
育
や
医
療
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
き
た
。
村
に
は
、
州
政
府
認
可
の
学
校
、
サ
ル
ジ
オ
会
の
シ
ス
タ
ー
に
よ
る
小
さ
な
病
院
や
女
子
の
た
め
の
寮
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
の
下
、
下
層
カ
l
ス
ト
の
教
育
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
就
職
率
も
高
ま
っ
て
き
た
。
就
職
の
状
況
も
、
今
ま
で
の
下
層
カ
l
ス
ト
の
仕
事
に
従
事
す
る
の
で
は
な
く
、
公
務
員
や
会
社
員
的
な
余
裕
の
あ
る
人
々
が
出
て
き
た
。
に
な
る
人
が
増
え
、
家
を
建
て
直
し
た
り
、
電
化
製
品
な
ど
を
購
入
し
た
り
す
る
経
済
一
方
、
上
層
カ
I
ス
ト
は
、
元
々
経
済
的
な
余
裕
が
あ
り
、
識
字
率
や
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い
た
め
、
若
者
が
大
量
に
都
市
部
へ
移
動
し
た
結
果
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
事
な
ど
で
、
下
層
カ
l
ス
ト
の
若
者
の
力
を
借
り
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
村
の
経
済
的
、
社
会
的
、
人
目
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
村
の
年
間
行
パ
ヴ
ァ
ヌ
l
ル
村
の
構
造
に
こ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
、
民
主
主
義
の
政
治
体
制
、
留
保
制
度
と
い
う
〉
出
口
E
己
ヨ
〉
旦
S
、
経
済
発
展
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
通
し
て
考
察
し
た
。
九
アントニサーミ・サガヤラージ氏
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
O
O九
年
秋
期
東
洋
大
学
公
開
講
座
へ
の
参
加
参
加
し
て
い
る
。
今
年
度
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
B
研
究
成
果
公
開
の
一
環
と
し
て
、
本
公
開
講
座
へ
は
、
平
成
一
六
年
よ
り
継
続
し
て
肌
川
臼
と
し
て
行
な
っ
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
)
講
座
共
通
課
題
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
化
と
伝
統
文
化
|
激
動
・
震
搭
・
流
転
|
第
一
回
(
一
一
月
一
一
一
日
)
台
湾
一
中
国
を
覆
っ
て
行
く
台
湾
文
化
研
究
員
第
二
回
(
一
一
月
二
八
日
)
、
ヤ
ン
マ
1
一
新
し
い
首
都
ネ
ピ
ド
l
研
究
員
第
三
回
(
一
二
月
五
日
)
後
藤
武
石
井
隆
客
員
研
究
員
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
お
け
る
仏
教
の
変
化
一
仏
教
信
仰
運
動
八
0
年
間
の
軌
跡
成
第
四
国
土
三
月
二
一
日
)
ネ
パ
l
ル
一
暮
ら
し
の
欧
米
化
と
伝
統
文
化
研
究
員
第
五
回
(
一
二
月
一
九
日
)
東
南
ア
ジ
ア
で
再
生
す
る
コ
リ
ア
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
員
四
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
(
A
N
S
W
E
R
)
 の
構
築
末
道
林
正
松
本
誠
今
年
度
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、
丈
部
科
学
省
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
拠
点
形
成
を
何
ら
か
の
形
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
九
四
考
慮
し
、
A
N
S
W
E
R
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
再
整
備
、
不
要
デ
1
タ
の
削
除
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
点
検
な
ど
の
作
業
を
現
在
(
九
月
、
一
O
月
)
で
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
も
で
き
る
だ
け
長
く
ネ
ッ
ト
上
で
の
A
N
S
W
E
R
の
公
開
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
平
成
一
一
一
年
度
末
に
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
デ
l
タ
を
検
索
機
能
も
搭
載
し
て
、
一
一
枚
の
D
V
D
に
ま
と
め
D
V
D
ブ
ッ
ク
と
し
て
公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
(
一
O
月
)
D
V
D
本
作
成
準
備
の
た
め
、
す
で
に
登
録
し
て
い
る
地
域
の
見
直
し
お
よ
び
編
集
方
針
の
再
検
討
を
し
て
い
る。
秀
A
N
S
W
E
R
へ
の
デ
1
タ
入
力
を
本
年
も
進
め
て
い
る
が
、
地
名
デ
l
タ
蓄
積
を
超
え
る
地
名
に
関
す
る
諸
情
報
の
追
加
は
あ
ま
り
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
憲
地
名
情
報
登
録
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ラ
オ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
l
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
登
録
作
業
を
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
資
料
の
分
析
を
し
、
登
録
に
む
け
て
準
備
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ィ
男
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
国
土
が
広
大
で
あ
り
、
地
方
に
よ
る
差
異
が
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。
現
段
階
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
マ
ン
ダ
ル
名
レ
ベ
ル
ま
で
登
録
夫
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
マ
ン
ダ
ル
名
の
調
査
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
、
イ
ン
ド
中
央
政
府
の
下
に
州
(
二
人
)
及
び
連
邦
直
轄
地
域
(
七
)
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
県
(
マ
l
ヴ
ア
ツ
タ
ム
ま
た
は
マ
ン
ダ
ラ
ン
)
が
あ
る
。
そ
の
下
に
い
わ
ゆ
る
郡
(
タ
ル
ク
あ
る
い
は
マ
ン
ダ
ル
)
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
下
に
ム
ラ
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
所
属
す
る
マ
ン
ダ
ル
の
リ
ス
ト
が
全
て
公
開
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
現
在
そ
う
し
た
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
以
下
今
年
度
作
業
を
行
な
っ
た
地
域
の
情
況
を
記
し
て
お
く
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
六
つ
の
地
方
(
管
区
{
A
N
S
W
E
R
行
政
区
域
名
(
大
)
】
)
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
六
つ
の
管
区
は
六
四
の
県
(
ジ
ラ
間
宮
【
A
N
S
W
E
R
行
政
区
域
名
(
中
)
】
)
、
そ
の
下
位
の
三
九
六
の
郡
(
タ
ナ
、
↓
H
告
白
)
ま
た
は
ウ
ポ
ジ
ラ
(
口
℃
出
N
出回)【
A
N
S
W
E
R
行
政
区
域
名
(
小
1
)
}
、
三
六
七
七
の
行
政
村
(
ユ
ニ
オ
ン
、
口
包
。
ロ
【
A
N
S
W
E
R
行
政
区
域
名
(
小
2
)
】
)
に
分
か
れ
て
、必}、，
nv
h
V
】
E
G円、。
n
色
。
。
〈
号
ロ
H
U
σ
E
u
-〈抗日
0ロ
冨
山
口
町
丹
HM可
O同
F
D
H
N
U
h
r
n
0
・0HVO円
即
位
。
ロ
の
-
N
C
C
U
印仲間凶昨日由民円包
4
0
町民・
σ
o
o
w
o
h
切白ロ
m-白色何回
F
回目凶ロ向日出品。回目
H
切己】
10mwc
。同
ω
同白、仲町民円
mr
口同阿倍]州出』伊ロ・
Ncou--H印切
Z
E
C∞hmE印。∞
EJ可∞
NE印
-
m
g昨
日
田
片
付
包
吋
O
州肖ぴ。。
W
O同
切
山
口
包
白
色
g
F
N
c
o
u
-
-
回
山
口
包
白
色
。
印
何
回
切
E
・0
印
ロ
。
同
ω
g江田氏
2
・ロ
HM凶片山
y
H
己可
N
C
O∞
、
田
ω
z
a
C∞令印。∞・∞
g
a
C
お
よ
び
-HKO
の即日の
O〈
O
B
B
O
E
ロ
芝
町
一
。
ロ
冨
宮
町
可
可
。
同
円
、
白
河
口
h
w
n。，
U
O門
知
片
山
内
}
ロ
の
ホ
ー
ム
ベ
l
ジ
(
二
O
O八
年
一
一
月
一
一
一
日
参
照
)
等
の
資
料
に
基
づ
き
行
政
村
レ
ベ
ル
ま
で
の
地
名
を
登
録
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
ベ
ン
ガ
ル
語
の
音
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
し
か
し
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
表
記
が
全
く
同
一
で
あ
っ
て
も
ベ
ン
ガ
ル
文
字
を
確
認
し
な
い
と
、
も
と
も
と
の
単
語
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
意
味
が
通
る
よ
う
に
翻
字
作
業
を
し
た
が
限
界
が
あ
る
。
ラ
オ
ス
ラ
オ
ス
の
行
政
区
分
は
、
州
(
ク
エ
l
ン
(同
gzgm¥早
。
〈
山
口
の
め
)
、
特
別
市
(同
ω
B
U
F
g
z
島町。ロ
¥
Z
S
E
U
包
若
)
、
郡
(
宮
E
ロ
恨
¥
豆
田
丹
江
巳
)
、
ム
ラ
(
∞
民
同
¥
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
皆
同
同
州
市
)
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
特
別
市
は
州
と
同
格
の
地
位
を
有
し
て
い
る
。
州
お
よ
び
特
別
市
は
管
区
に
あ
る
郡
を
、
郡
は
管
内
に
あ
る
ム
ラ
を
監
督
下
に
置
い
て
い
る
-戸田
O
H
U
U
H
N
ω
g巳印
an同日
J
円g
H・σ
。
W
N
O
O
m
y
n
o
B
E
5
0
0
沙
門
目
白
ロ
ロ
S
m
m百円四
同ロ〈ゆ師同
B
Oロ
F
切由同巳
σω}同
ω
同国民印民門田
-
n
巾口同
OHJ
〈
目
。
ロ
昨
日
包
括
門
担
HV-E-
し「ロ
ONOCU1
に
基
づ
き
、
郡
の
レ
ベ
ル
ま
で
の
地
名
デ
l
タ
を
登
録
し
た
。
{
行
政
区
域
(
大
)
】
一
六
州
お
よ
び
ヴ
イ
エ
ン
チ
ャ
ン
特
別
市
二
O
O六
年
一
月
に
解
体
し
た
ソ
ム
ブ
l
ン
特
別
区
も
地
域
コ
l
ド
一
八
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
【
行
政
区
域
(
中
)
}
ヴ
イ
エ
ン
チ
ャ
ン
特
別
市
の
中
の
区
(
タ
セ
l
ン
)
と
州
の
中
の
郡
(
ム
1
ア
ン
)
【
行
政
区
域
(
小
)
】
平
成
二
一
年
一
O
月
現
在
、
ム
ー
ア
ン
以
下
の
パ
l
ン
に
つ
い
て
資
料
を
調
査
中
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
「
一
都
市
一
国
家
」
の
い
わ
ゆ
る
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
ト
(
Q
q目的
g
g
)
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
1
ル
で
は
、
我
国
の
「
市
町
村
」
に
あ
た
る
地
方
自
治
体
の
単
位
が
存
在
し
な
い
。
同
国
で
は
軍
事
・
外
交
以
外
の
国
家
行
政
と
都
市
・
自
治
体
行
政
と
が
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
お
り
、
自
治
体
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
の
関
係
省
庁
や
機
関
が
、
主
と
し
て
三
つ
の
系
統
で
、
直
接
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
・
上
下
水
道
及
び
住
宅
団
地
の
建
設
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
家
開
発
省
が
、
消
防
・
保
健
お
よ
び
住
民
票
管
理
は
内
政
省
が
、
ま
た
地
域
住
民
の
政
治
参
加
、
民
間
交
流
、
福
祉
・
文
化
支
援
お
よ
び
雇
用
開
発
は
、
地
域
開
発
ス
ポ
ー
ツ
省
(
一
部
に
人
的
資
源
省
が
協
力
)
が
行
な
っ
九
五
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
て
い
る
。
と
は
い
え
、
同
国
特
有
の
多
民
族
・
多
宗
教
混
交
の
住
民
状
態
が
も
た
ら
す
地
域
や
地
区
の
諸
課
題
を
現
実
的
・
個
別
的
に
解
決
す
る
た
め
の
機
関
の
必
要
性
は
、
マレ
1
シ
ア
か
ら
の
独
立
以
前
か
ら
、
政
府
レ
ベ
ル
で
も
民
間
レ
ベ
ル
で
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
制
度
的
に
は
「
人
民
協
会
」
(F8-号
〉
E
2庶
民
自
・
略
称
P
A
)
と
称
さ
れ
る
公
的
機
関
が
一
九
六
0
年
代
か
ら
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
(
協
会
長
)
首
相
が
務
め
る
と
い
う
、
か
な
り
疎
密
あ
る
垂
直
構
造
の
も
の
で
、
か
つ
末
端
の
実
効
活
動
は
地
域
・
住
民
特
性
に
よ
り
か
な
り
不
斉
一
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
公
的
な
報
告
書
等
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
方
行
政
の
区
画
や
権
能
が
、
こ
れ
ま
で
外
部
者
に
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
た
ち
に
さ
え
非
常
に
見
え
に
く
い
と
言
わ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
た
が
、
一
九
九
0
年
代
に
入
り
、
そ
う
し
た
状
況
を
よ
り
整
備
し
透
明
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
始
め
た
。
人
民
協
会
は
今
日
な
お
存
続
し
て
い
る
が
、
九
九
七
年
に
は
、
新
た
な
地
域
的
諸
課
題
解
決
の
た
め
の
公
益
法
人
機
関
と
し
て
、
全
国
を
、
ほ
ほ
住
民
人
口
一
五
万
人
を
一
単
位
と
し
て
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
つ
「
(
地
域
)
社
会
開
発
協
議
会
(
C
D
C
)
」
h
o
B
E
C包
守
口
君
広
告
B
S円
円
。
ロ
ロ
門
戸
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
、
人
民
協
会
の
多
く
の
地
域
出
先
機
関
が
漸
次
そ
の
権
限
を
縮
減
し
て
、
段
階
的
に
、
こ
の
社
会
開
発
協
議
会
に
委
譲
し
つ
つ
あ
る
。
C
D
C
の
当
面
の
財
源
は
、
従
来
通
り
中
央
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
お
お
む
ね
依
存
し
て
い
る
が
、
地
域
の
民
間
企
業
・
団
体
・
個
人
か
ら
の
寄
付
の
比
率
も
近
年
非
常
に
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る。
A
N
S
W
E
R
で
は
以
下
の
資
料
を
も
と
に
地
名
デ
1
タ
を
登
録
し
て
い
る
。
-
h
o
B
B
Z
E寄
り
ゅ
〈
巳
C℃
5
0
E
h
o
z口
氏
一
〉
ロ
ロ
ロ
m
比一月ゆ日)。
HA
司
Jへ
NCC寸
二
O
O
九
年
六
月
一
六
日
二
九
六
P
B
E
C巳
守
口
君
。
-
8
B
O巳
P
E
品
目
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
Z
G一¥¥若者
4
2己門・
2m-括
¥
二
O
O九
年
六
月
一
六
日
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
行
政
機
構
」
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
日
民
苦
一
¥
¥
割
当
巧
・
円一色吋・
2
・甘¥向。
2
5
¥
二
O
O九
年
六
月
一
八
日
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
自
治
行
政
の
動
向
」
自
治
体
国
際
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ク
レ
ア
海
lま
外
通
信
(
シ
ル
事
務
所
)
宮
苦
に
¥
当
者
割
-nESお
・
認
¥
い
¥
ン
ガ
ポ
l
日
当
∞
-
2
5司
¥NCCU10ω!}内包阿国{・日)丘
五
つ
の
C
D
C
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
中
央
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
C
D
C
h
g
H円包
ω
E
m出
方
。
吋
ゅ
の
。
日
E
C
H弘
司
ロ
21巾
-
c
u
B
m
H
Z
h
o
E戸門戸
②
北
東
地
域
C
D
C
Z c 
円
rt 
ロー
開
己3
ul 
rt 
「コ。
日
B 
ロ
ロ
ー-Mト
吋
ロ
ゆ
〈
ゆ
] 。
てコ
自
巾
ロ
rt 
「コo 
c 
ロ
「コ_. 
ー
③
北
西
地
域
C
D
C
Z
0
2
U
J司
め
鬼
門
。
B
B戸口
51
ロぬ〈巾
Z
U
B
S叶
(UOロロ門口
④
南
東
地
域
C
D
C
∞。
E
F
H
W恒
三
円
。
B
S
Z巳
守
口
2!の-。℃
B
o
z
n
c
cロ門出
⑤
南
西
地
域
C
D
C
gコ
ロ
rt 
=デ
君。
由
rt 
n 。
日
自
己
8. 
rt 
可
り
ゅ
〈
の。
℃ 
5 
0 
ロ
rt 
n 
0 
ロ
ロ
門
二
O
O
一
年
四
月
の
改
正
で
、
五
つ
の
社
会
開
発
協
議
会
(
C
D
C
)
の
各
々
は
、
人
民
協
会
の
長
が
任
命
す
る
「
協
議
会
議
長
」
(
冨
者
号
)
と
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
「
協
議
会
議
員
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
と
い
う
形
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
C
D
C
を
構
成
す
る
地
区
単
位
は
、
協
議
会
議
員
を
一
人
だ
け
選
出
す
る
地
区
(
「
一
人
選
挙
区
」
S
M
C
一
ω宮
包
め
Z
S
M
σ
q
n
o口
出
号
coロ
ミ
)
で
あ
る
か
、
複
数
人
を
選
出
す
る
地
区
(
「
グ
ル
ー
プ
代
表
選
出
選
挙
区
」
G
R
C
一
(UEロ
古
河
mMU
目
的
ゆ
ロ
g
c
cロ
(
U
。
ロ
由
民
門
戸
お
ロ
円
可
)
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
地
方
行
政
機
構
は
、
「
大
」
行
政
区
域
と
し
て
五
つ
の
C
D
C
(
社
会
開
発
協
議
会
)
が
置
か
れ
、
「
中
」
行
政
区
域
と
し
て
、
C
D
C議
員
の
選
出
数
別
に
分
類
し
た
G
R
C
ま
た
は
S
M
C
が
合
計
二
三
個
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
G
R
C
ま
た
は
S
M
Cを
細
分
す
る
、
住
民
の
諸
特
性
(
重
点
殖
産
地
域
や
民
族
的
出
自
あ
る
い
は
宗
教
人
口
の
偏
在
な
ど
か
ら
自
然
発
生
的
あ
る
い
は
政
策
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
)
に
も
と
づ
く
均
質
的
な
集
落
な
ど
を
単
位
と
し
た
「
小
」
さ
な
(
準
)
行
政
区
域
が
、
実
質
的
に
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
計
約
八
O
カ
所
)
。
A
N
S
W
E
R
で
は
、
上
記
の
C
D
C、
G
R
C
、
S
M
C
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
依
拠
し
て
、
地
名
を
以
下
の
よ
う
に
登
録
し
て
い
る
。
{
行
政
区
域
名
(
大
)
}
五
①
中
央
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
C
D
C
のめ
H
H
片
片
山
]
ω
E
m
ω
U
C
H
m
w
hロ(リ
②
北
東
地
域
C
D
C
日
時
。
丘
町
何
釦
印
件
(uun
③
北
西
地
域
C
D
C
④
南
東
地
域
C
D
C
2
2
F
当
2
同
門
口
内
ω。
ロ
任
問
自
仲
わ
り
の
⑤
南
西
地
域
C
D
C
智
正
日
阿
君
。
鬼
門
口
(
い
{
行
政
区
域
名
(
中
)
]
二
三
①
中
央
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
C
D
C
n
o
D
H門出
-ω
宮
ぬ
国
℃
。
円
。
(UH)(リ
五
〉
ロ
ぬ
冨
C
同
芯
(
の
阿
川
(
リ
)
ア
ン
モ
キ
オ
(
G
R
C
)
∞
S
F
白
口
同
J
C何
M
H
i
回
一
可
C
F
(
の
日
刊
の
)
ト
ア
パ
ヨ
(
G
R
C
)
 
ビ
シ
ャ
ン
斗
山
口
]
。
ロ
m
M
ν
出
向
山
門
(
の
河
口
)
パ
ガ
l
ル
(
G
R
C
)
 
タ
ン
ジ
ョ
ン
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
白
]
山
口
回
。
由
回
同
・
(
の
河
口
)
ブ
サ
l
ル
(
G
R
C
)
 
ジ
ャ
ラ
ン
出
。
h
F
Z
円
山
口
ぬ
(ω
冨
(
リ
)
(
S
M
C
)
 
チ
ュ
l
iJ 
ン
イ
オ
②
北
東
地
域
C
D
C
H
4
2
F
何
回
印
叶
門
り
わ
四
〉
]
」
口
一
巳
巾
門
同
(
の
H
N
h
)
ア
ル
ジ
ユ
ニ
l
ド
(
G
R
C
)
同
)
山
田
町
阿
川
町
吋
ロ
ロ
m
m
o
}
(
(
U河
口
)
プ
ン
ゴ
ル
(
G
R
C
)
 
パ
シ
l
ル
リ
ス
4
m
H
H
H
H
H
比
ロ
何
回
(
の
河
口
)
(
G
R
C
)
 
タ
ン
ピ
ネ
ス
出
。
己
ぬ
一
g
m
(
ω
冨
(
U
)
ホ
ー
ガ
ン
(
S
M
C
)
 
③
北
西
地
域
C
D
C
z。
丘
町
当
巾
印
丹
わ
り
の
五
国
♀
宮
口
仏
国
口
町
一
昨
叶
一
目
白
日
戸
(
の
同
州
(
U
)
ホ
ラ
ン
ド
ブ
キ
ッ
ト
テ
ィ
マ
(
G
R
C
)
ωσBσ
山
者
m
g
m
(白
河
(
リ
)
(
G
R
C
)
 
ス
ン
パ
ワ
ン
2
2
ω
。
。
ロ
(
リ
巾
ロ
可
同
一
(ω
冨
(
リ
)
ス
1
ン
中
央
(
G
R
C
)
Z
2
ω
。
。
ロ
何
回
2
2
E
h
)
-一1
1
ス
l
ン
東
(
G
R
C
)
切
口
日
向
日
件
一
句
山
口
」
山
口
問
(ω
冨
(
リ
)
(
S
M
C
)
 
ブ
キ
ッ
ト
パ
ン
リ
ン
ャ
ン
④
南
東
地
域
C
D
C
ωC口
昨
日
同
開
知
的
件
一
円
ロ
(
U
五
開
恕
与
の
C
山
田
仲
(
の
河
口
)
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
(
G
R
C
)
足
R
Z
O
M
)再
出
乱
。
(
の
河
口
)
パ
レ
ー
ド
(
G
R
C
)
マ
リ
ン
』
。
。
(
リ
E
巳
(
∞
冨
(
リ
)
ジ
ョ
l
チ
ア
ッ
ト
(
S
M
C
)
冨
R
3
0
5
8
2
E
h
)
(
S
M
C
)
 
マ
ッ
ク
フ
ァ
l
ソ
ン
H
V
。件。ロ
m
M
V
山
田
町
(
∞
冨
(
リ
)
パ
シ
ル
(
S
M
C
)
 
ポ
ト
ン
九
七
〈
報
告
〉
平
成
二
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑤
南
西
地
域
C
D
C
F
E
F
4司
何
回
丹
わ
り
の
四
出
。
口
間
関
田
町
(
の
HNh)
カ
(
G
R
C
)
 
ホ
ン
]
己
】
1
0
口
問
(
の
河
口
)
一
ン
ュ
ロ
ン
(
G
R
C
)
 
者
g叶
h
S
2
(
の
HNh)
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
(
G
R
C
)
nvz白
何
回
同
ロ
岡
山
凶
口
問
(ωぞ
同
(
リ
)
カ
ン
(
S
M
C
)
 
チ
ユ
ア
チ
ユ
{
行
政
区
域
名
(
小
)
}
上
記
以
下
の
地
域
七
七
ブ
i
タ
ン
ブ
1
タ
ン
の
行
政
区
域
は
二
O
の
県
(
ゾ
ン
カ
ツ
ク
一
口
N
Oロ
m
E
S伊
豆
由
主
立
)
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
は
二
O
四
の
ゲ
オ
ク
(
の
2
1
0
m
)
に
分
か
れ
て
い
る
。
規
模
の
大
き
い
ゾ
ン
カ
ツ
ク
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
ゲ
オ
ク
を
あ
わ
あ
せ
て
、
郡
(
ド
ウ
ン
カ
ク
一
口
戸
口
m
w町田や
ω己}門出
2
1
2
)
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
各
ゲ
オ
ク
は
い
く
つ
か
の
ム
ラ
(
チ
ェ
オ
ク
あ
る
い
は
チ
オ
ク
、
h
z
d
g
m
あ
る
い
は
わ
庄
司
。
ぬ
、
5
-
z
m
o
)
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ブ
1
タ
ン
の
「
∞
ロ
B
E
Dぬ
り
N
Cロ
mwFmwm
〉己
B
宮
町
叶
円
山
氏
。
ロ
」
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
・
宮
吾
一
¥
¥
若
者
宅
・
巳
N
Oロ
m-岳
山
m-mo〈
・
宮
¥
を
基
に
、
A
N
S
W
E
R
で
は
以
下
の
よ
、
つ
に
登
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
ゲ
オ
ク
に
所
属
す
る
ム
ラ
名
称
を
記
載
し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
当
該
ゲ
オ
ク
の
特
記
事
項
に
所
属
す
る
ム
ラ
の
数
の
み
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
に
よ
れ
ば
、
郡
(
ド
ウ
ン
カ
ク
)
が
一
四
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
の
リ
ス
ト
を
入
手
し
て
い
な
い
。
A
N
S
W
E
R
で
は
以
下
の
よ
う
に
登
録
し
て
い
る
。
サ
ブ
エ
リ
ア
ゾ
ン
デ
イ
四
地
域
(
円
)NOロぬ与の一司)
九
人
東
部
地
域
何
回
目
山
件
。
門
口
ゾ
ン
デ
イ
(ロ
N
Oロぬ己
31)
南
部
地
域
∞C
E
F巾
吋
門
戸
巳
ゾ
ン
デ
イ
(ロ
N
Oロ
ぬ
件
。
可
)
中
央
地
域
わ
ゆ
口
同
片
山
-
ゾ
ン
デ
イ
(ロ
N
O口問仏
mq)
西
部
地
域
当
2
5
5
ゾ
ン
デ
イ
(ロ
N
Oロm町
内
H31)
行
政
区
域
(
大
)
ゾ
ン
カ
ツ
ク
(ロ
N
Cロ
m
w
F回目明ロ
34耳
目
立
)
県
。
行
政
区
域
名
(
中
)
ゲ
オ
ク
お
よ
び
(の
2
2
m
)
郡
(
ド
ウ
ン
カ
ク
ロロロ
m
w
F出目別
ω己
σE【日目印一行
H
1
円
。
門
)
ゲ
オ
ク
の
名
称
に
つ
い
て
は
登
録
し
て
い
る
が
、
ド
ウ
ン
カ
ク
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
一
四
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
名
称
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
が
入
手
で
き
て
い
な
ぃ
。
ゲ
オ
ク
に
つ
い
て
は
二
O
四
の
デ
I
タ
を
登
録
し
て
い
る
。
行
政
区
域
名
(
小
)
ム
ラ
(
チ
ェ
オ
ク
あ
る
い
は
チ
オ
ク
、
h
F
2
5ぬ
あ
る
い
は
(
リ
E
君。ぬ
三
日
お
ゆ
)
最
小
単
位
。
ブ
1
タ
ン
の
「
切
口
B
Eロ
m
U
N
Oロ
m
w
v出
向
〉
巳
B
E
2常
国
C
。
ロ
」
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
に
記
載
の
あ
る
地
域
名
の
み
を
登
録
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
ブ
1
タ
ン
の
国
語
は
ゾ
ン
カ
語
で
あ
る
。
言
語
学
的
に
は
、
現
代
の
中
央
チ
ベ
ッ
ト
語
(
ラ
サ
方
言
)
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ブ
l
タ
ン
で
は
、
一
一
一
、
四
O
年
前
ま
で
は
、
文
書
は
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
用
い
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
と
現
在
の
ゾ
ン
カ
語
と
は
発
音
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
拠
っ
て
発
音
も
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ブ
l
タ
ン
の
西
部
、
東
部
、
南
部
そ
れ
ぞ
れ
民
族
、
宗
教
も
異
な
る
た
め
言
語
も
一
定
で
は
な
い
。
A
N
S
W
E
R
 
で
は
「
∞
E
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
に
記
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
も
と
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
ゾ
ン
カ
語
を
解
す
る
者
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
行
な
っ
た
。
同
じ
語
で
あ
っ
て
も
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
が
異
な
る
も
の
、
ま
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
が
数
種
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
特
定
に
は
苦
庫
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
参
考
程
度
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
ブ
l
タ
ン
で
は
、
地
名
の
一
部
に
そ
の
ま
ま
英
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
英
語
の
発
音
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
て
加
え
て
い
る
。
一
応
の
基
準
を
設
け
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
し
て
い
る
。
資
料
が
入
手
で
き
た
チ
ェ
オ
ク
(
ム
ラ
レ
ベ
ル
)
ま
で
の
登
録
を
終
了
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
例
∞5
5出国-
ド
ム
サ
イ
斗由
}HCσ
門出口同州
ツ
ォ
ダ
ン
問
。
}
内
門
町
凶
U
1
コ
テ
l
γ向
巾
MH
下
(
シ
モ
)
F
0
4司
2
H
，
cmw 
上
(
カ
ミ
)
巴
U
U
2
の
き
ロ
あ
る
い
は
の
き
ロ
は
ム
ラ
(
村
)
の
意
で
あ
る
が
、
地
名
に
こ
の
「
ガ
ウ
ン
あ
る
い
は
ガ
オ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
ま
ま
「
何
々
村
」
ム
ラ
の
表
現
を
し
て
い
る
。
概
ね
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
標
準
的
な
ロ
ー
マ
字
読
み
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ン
ボ
ジ
ア
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
二
O
州
と
四
特
別
市
に
分
か
れ
て
い
る
。
州
と
特
別
市
で
は
、
そ
の
下
に
続
く
行
政
レ
ベ
ル
(
単
位
)
を
表
わ
す
名
称
が
異
な
る
。
州
(
カ
エ
ッ
ト
、
市
円
。
〈
~
ロ
円
。
)
の
下
に
は
、
郡
(
ス
ロ
ッ
ク
、
口
町
号
一
円
同
)
が
あ
り
、
さ
ら
に
ク
ム
( 
コ
、ュ
l
ン、
h
o
B
Bロ
ロ
巾
)
と
な
る
。
一
方
、
特
別
市
(
ク
ロ
ン
、
冨
E
E
E
}石
)
の
下
に
は
、
区
(
カ
ン
、
同
町
山
口
)
が
あ
り
、
そ
の
下
に
地
区
(
ソ
ン
カ
ッ
ト
、
∞ω口
県
民
)
が
あ
る
。
州
お
よ
び
特
別
市
の
最
小
の
行
政
単
位
は
ク
ム
と
ソ
ン
カ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
下
に
は
ム
ラ
(
プ
1
ム、
E
E
B
)
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
ム
ラ
は
自
然
に
形
成
さ
れ
た
集
落
も
し
く
は
自
然
村
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
な
行
政
組
織
と
し
て
の
位
置
付
け
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
二
O
O五
年
度
現
在
、
ム
ラ
の
数
は
三
二
、
六
九
四
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
Z
国
昨
日
。
ロ
乱
古
田
是
正
。
。
同
盟
主
U
t
g
h
m
w
B
σ
。
【
日
目
白
罵
宮
町
民
-MH
え
HVSHE-ロ
ぬ
の
〉
目
白
Z
回
目
め
(
二
O
O
九
年
五
月
二
七
日
ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
宮
晋
¥
¥
印
g
g
E∞・
2
ぬ
¥
R
8
5
5巾
¥
R
2
1
5
5己凶作
B
)
に
基
づ
き
A
N
S
W
E
R
へ
の
登
録
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
一
O
月
現
在
で
プ
ノ
ン
ベ
ン
特
別
市
、
ポ
ン
テ
イ
ア
イ
・
ミ
ア
ン
・
チ
ェ
イ
州
、
パ
ッ
ト
・
ド
ム
ボ
l
ン
州
の
プ
l
ム
ま
で
の
地
名
を
登
録
し
て
い
る
。
-
A
N
S
W
E
R
で
は
、
Z
丸山
C
口出
-
E由民
E
R
。同盟国民印片山向リ由・同)}回口。
B
】
μ
g
F
W
(UmwH
HU。【
H
E
の
ホ
1
ム
ベ
1
ジ
日
王
将
¥
¥
印
g
g巳∞・
2
m
¥同
日
告
包
括
¥
号
2
1
5
5ゅ・
宮
ヨ
(
二
O
O
九
年
五
月
二
七
日
ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
)
、
お
よ
び
-
田
口
ぬ
【
H
C
E
C同
門
ω
5日)。門日目白
ω
g江田氏門出]ー吋
B
円
σ。
W
N
o
g
-
Z出昨日。口同
-
Hロ印昨日
E
Z
C
H
ω
E
E
5・
5
昆
鬼
門
可
。
同
E
E巳
口
問
(
豆
島
)
・
8
8
を
基
に
以
下
の
よ
う
に
登
録
し
て
い
る
。
九
九
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
{
サ
ブ
エ
リ
ア
}
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
場
合
設
定
し
て
い
な
い
。
{
行
政
区
域
名
(
大
)
}
カ
エ
ッ
ト
(
州
)
お
よ
び
ク
ロ
ン
(
特
別
市
)
の
全
二
四
(
0
0九
年
九
月
)
0
{
行
政
区
域
名
(
中
)
]
州
お
よ
び
特
別
市
の
次
の
レ
ベ
ル
。
(郡)、
カ
ン
ス
ロ
ッ
ク
(
区
)
一
八
五
(二
O
O五
年
)
0
{
行
政
区
域
名
(
小
1
)
}
(
コ
ミ
ュ
1
ン)、
ソ
ン
カ
ッ
ト
(
地
区
)
の
レ
ベ
ル
ク
ム
は
一
六
(二
O
O五
年
)
。
{
行
政
区
域
名
(
小
2
)
}
(
ム
ラ
)
ソ
ン
カ
ッ
ト
の
下
位
に
あ
る
プ
l
ム
ク
ム
、
レ
Jミ
ル
は
一
三
六
九
四
(
二
O
O五
年
)
0
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
ク
メ
l
ル
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
究
者
の
聞
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
音
節
お
よ
び
単
語
の
区
切
り
に
中
黒
を
打
っ
か
打
た
な
い
か
も
各
研
究
者
の
判
断
に
よ
っ
て
い
る
。
発
音
(
原
音
)
に
近
い
表
記
に
す
べ
き
か
、
正
書
法
に
も
と
づ
く
表
記
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、
大
き
く
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。
発
音
を
重
視
す
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
あ
る
州
を
「
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
」
と
す
る
か
「
パ
ツ
ド
ン
ボ
l
ン
州
」
と
す
る
か
は
、
聞
き
取
り
手
の
判
断
に
よ
っ
て
異
な
り
、
表
記
に
個
人
差
が
で
る
。
A
N
S
W
E
R
で
は
、
発
音
に
近
い
表
記
も
掲
載
す
る
一
方
で
、
メ
ー
ル
語
の
正
書
法
に
も
で
き
る
だ
け
忠
実
に
、
音
節
お
よ
び
単
語
の
区
切
り
を
考
慮
し
た
表
記
も
掲
載
し
た
。
そ
の
た
め
、
上
記
の
州
は
、
A
N
S
W
E
R
の
な
か
で
「
パ
ツ
ト
・
ド
ム
、
ボ
l
ン
州
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
正
書
法
に
配
慮
す
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
音
節
や
単
語
の
区
切
り
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
カ
タ
カ
ナ
か
ら
ク
メ
l
ル
語
の
文
字
を
た
。
ど
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
北
中
央
に
位
置
す
る
州
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
ゴ
ブ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
州
」
と
書
記
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
一
音
節
の
単
語
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
か
は
判
断
が
つ
き
に
く
い
。
そ
こ
で
、
A
N
S
W
E
R
で
は
新
た
に
「
プ
レ
ア
ハ
・
ヴ
イ
ヒ
ア
州
」
と
も
示
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
「
。
フ
レ
ア
ハ
」
と
「
ヴ
ィ
ヒ
ア
」
の
二
つ
の
単
語
を
想
起
し
、
「
。
フ
レ
ア
ハ
(
神
、
仏
、
王
)
」
と
「
ヴ
ィ
ヒ
ア
(
祈
り
の
場
、
寺
の
本
堂
、
教
会
こ
の
言
葉
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
意
味
も
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
広
め
る
意
味
に
お
い
て
も
、
正
書
法
に
も
と
づ
く
書
記
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
語
が
異
な
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
日
本
語
の
五
母
音
だ
け
で
は
ク
メ
l
ル
語
の
基
本
的
な
九
つ
の
母
音
を
表
す
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
音
を
「
ア
」
に
近
い
と
判
断
す
る
か
「
エ
」
に
近
い
と
判
断
す
る
か
は
、
個
人
差
が
あ
る
(
例
一
シ
ア
ム
リ
ア
プ
/
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
)
0
A
N
S
W
E
R
で
は
、
天
川
直
子
編
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
新
時
代
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
O
O
四
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
ク
メ
1
ル
語
翻
字
シ
ス
テ
ム
に
従
い
、
妥
当
と
考
え
る
カ
タ
カ
ナ
を
表
記
し
た
。
第
二
に
、
長
母
音
、
短
母
音
、
有
気
音
、
無
気
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
ど
の
よ
う
に
表
記
ク
す
る
か
と
い
う
判
断
に
つ
い
て
も
、
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ム
ポ
ン
・
チ
ャ
ム
/
コ
ム
ポ
ン
・
チ
ャ
ー
ム
、
コ
コ
ン
/
コ
ホ
コ
ン
、
ク
ラ
チ
ェ
/
ク
ロ
チ
ェ
へ
な
ど
複
数
が
併
記
さ
れ
る
の
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
「
B
」
「
口
問
」
「
吾
」
「
ロ
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
で
は
「
ン
」
と
発
音
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
A
N
S
W
E
 
R
で
は
、
前
掲
書
天
川
(
二
O
O
四
)
の
翻
字
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
た
。
た
と
え
ば
、
プ
ノ
「
ン
」
ベ
「
ン
」
(
虫
居
。
B
円以内山口町)
ヵ
「
ン
」
ポ
ツ
は
プ
ノ
「
ム
」
・
ペ
「
ニ
ヨ
」
、
ト
(
同
即
日
HVCH)
は
コ
「
ム
」
ポ
1
ト
な
ど
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
複
数
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
利
用
者
に
は
若
干
の
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
名
を
検
索
し
、
目
指
す
地
名
に
行
き
着
か
な
い
場
合
は
、
思
い
つ
く
近
い
表
記
を
検
索
し
て
欲
し
い
。
イ
ノ
ド
イ
ン
ド
は
連
邦
共
和
国
制
国
家
で
あ
る
。
現
在
二
八
の
州
(ωgg)
と
七
つ
の
連
邦
直
轄
地
域
(
巴
包
S
斗
号
昇
。
ミ
)
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
州
に
は
自
治
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
連
邦
直
轄
地
域
吉
区
S
叶
2
E
H
2
1
は
中
央
政
府
の
直
接
の
支
配
下
に
あ
る
。
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
時
代
に
政
治
的
に
統
一
さ
れ
、
行
政
区
画
、
官
僚
制
度
、
議
会
制
民
主
主
義
な
ど
の
近
代
的
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
現
在
の
制
度
の
多
く
は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
そ
の
ル
1
ツ
が
あ
る
。
イ
ン
ド
の
行
政
組
織
は
、
中
央
レ
ベ
ル
、
州
レ
ベ
ル
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
一
一
一
層
構
造
で
あ
る
。
中
央
と
州
の
管
轄
事
項
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
各
レ
ベ
ル
の
地
域
の
名
称
を
語
る
時
、
そ
の
地
域
の
政
治
機
構
と
は
別
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
地
方
自
治
の
階
層
構
造
は
、
中
央
政
府
、
州
政
府
、
地
方
自
治
体
の
三
つ
の
行
政
階
層
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
地
方
自
治
体
は
都
市
部
自
治
体
と
農
村
部
自
治
体
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
自
治
体
(冒
E片
山
口
出
]
耳
)
は
、
自
治
都
市
(
云
S
E
E
-
n
2
u
o
g
gロ)
H
州
都
ク
ラ
ス
の
大
都
市
、
小
都
市
地
域
に
お
け
る
都
市
評
議
会
(
云
E
E℃
包
円
。
En-
)、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
発
展
段
階
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
ナ
ガ
ル
・
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
(
Z
品
問
H
V
何回口円何回同一可伊丹)
が
お
か
れ
、
農
村
部
自
治
体
は
、
県
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
(
口
百
乱
立
〈
報
告
〉
平
成
二
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
日以田口
n
g百
件
)
、
郡
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
(
H
E
2
5
E
g
g
E
i出円宮山「同一昨)、
ム
ラ
・
パ
ン
チ
ャ
i
ヤ
ト
(5-Eぬめ
p
g
n
F
m
q
M
H
H
)
の
三
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
各
レ
ベ
ル
の
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
聞
の
関
係
、
役
割
な
ど
は
、
各
州
が
法
律
で
規
定
し
て
お
り
、
州
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
州
レ
ベ
ル
よ
り
下
位
の
地
方
自
治
体
の
組
織
化
お
よ
び
分
権
に
つ
い
て
は
、
従
来
各
州
政
府
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
の
第
七
三
次
、
第
七
四
次
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
制
度
が
明
文
で
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
や
は
り
州
に
よ
り
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
都
市
部
自
治
体
と
農
村
部
自
治
体
の
区
別
は
人
口
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
一
般
市
、
準
一
般
市
に
つ
い
て
も
人
口
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
だ
確
:じ
T
U
1
、
ナ
ム
品
市
口
D
，百川
認
は
出
来
て
い
な
い
。
厳
密
な
分
類
は
出
来
な
い
も
の
の
、
州
及
び
連
邦
直
轄
地
域
は
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
県
(UEユ円円)
か
ら
構
成
さ
れ
、
県
は
都
市
部
自
治
体
お
よ
び
農
村
部
自
治
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
国
平
均
で
は
一
つ
の
県
は
約
九
つ
の
都
市
部
自
治
体
、
一
つ
の
県
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
、
約
一
O
の
郡
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
、
約
三
九
五
の
ム
ラ
パ
ン
チ
ャ
l
ヤ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
主
な
州
・
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
は
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
、
文
化
を
も
っ
多
様
な
国
家
で
あ
る
イ
ン
ド
は
、
全
州
を
統
一
し
た
形
式
を
一
不
す
の
は
難
し
い
。
詳
細
な
デ
l
タ
に
つ
い
て
は
A
N
S
W
E
R
編
集
方
針
「
参
考
資
料
」
に
あ
げ
た
文
献
等
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
A
N
S
W
E
R
で
は
、
-
「
イ
ン
ド
の
地
方
自
治
」
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
二
O
O七
年
一
O
月
宮
古
¥
¥
当
者
宅
-nE門・
2m-出
向
¥
』
¥
日
項
目
]
2
8円
¥
E
E
P℃
{
民
社
自
由
吋
岳
H
イ
ン
ド
の
地
方
自
治
(
二
O
O九
年
六
月
三
O
日
ダ
ウ
ン
ロ
i
ド
)
。
〈
報
告
〉
平
成
一
一
一
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
-u-∞
丹
江
立
由
。
口
口
門
出
回
目
関
口
。
者
同
ロ
門
出
R
Z出昨日。ロ
m
L
H
M
。江田
-
oコ
ロ
門
出
国
の
サ
イ
ト
宮
苦
¥¥-EU--mC〈
-
E
H
ロ
¥
a
w
g当
広
島
出
¥
島
田
区
立
出
-
t
℃
F
U
の
二
資
料
を
基
に
地
名
登
録
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
国
土
が
広
大
で
あ
り
、
ム
ラ
レ
ベ
ル
ま
で
の
地
名
を
登
録
す
る
に
は
、
今
年
度
の
残
さ
れ
た
時
間
内
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
O
月
現
在
で
マ
ン
ダ
ル
レ
ベ
ル
ま
で
の
抽
出
作
業
を
終
了
し
て
、ゐー、
J
ハ》
ト
v
v
d
q
{
行
政
区
域
名
(
大
)
}
州
及
び
連
邦
直
轄
地
域
ナトl
J¥ 
∞
件
目
凶
4
[
⑦
連
邦
直
轄
地
域
七
{
行
政
区
域
名
(
中
)
}
県
呂
田
区
2
二
八
州
の
下
に
五
九
八
県
、
連
邦
直
轄
地
域
の
下
に
二
O
県
あ
る
。
(
二
O
O
一
年
セ
ン
サ
ス
)
{
行
政
区
域
名
(
小
1
)
}
郡
(
Z
E
E
-
一
マ
ン
ダ
ル
あ
る
い
は
叶
包
口
付
一
タ
ル
1
ク
)
郡
レ
ベ
ル
の
数
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
つ
か
め
て
い
な
い
。
{
行
政
区
域
名
(
小
2
)
}
郡
以
下
の
レ
ベ
ル
の
地
名
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
ム
ラ
レ
ベ
ル
の
地
名
を
登
録
を
終
了
し
た
。
ス
マ
ト
ラ
の
バ
ン
カ
ブ
リ
ト
ゥ
ン
州
、
ラ
ン
プ
ン
州
、
ブ
ン
ク
ル
州
、
西
ス
マ
ト
ラ
州
、
ジ
ャ
ン
ピ
州
の
ム
ラ
レ
ベ
ル
ま
で
の
地
名
登
録
を
終
了
し
て
い
る
。
一
O
月
現
在
三
二
、
七
八
六
件
登
録
し
て
い
る
。
以
上
平
成
一
一
一
年
度
の
作
業
を
記
し
た
が
、
平
成
二
二
年
度
末
に
A
N
S
W
E
R
の
発
刊
す
る
準
備
を
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
欲
し
い
。
デ
ー
タ
を
二
枚
の
D
V
D
に
ま
と
め
検
索
機
能
を
搭
載
し
た
D
V
D
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
。
